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いつもご協力いただきましてありがとうございます。いよいよ緊急事態宣言も全国に広がり、我々歯科医療も

自粛せざるを得ない社会情勢となってまいりました。各種衛生備品が不足したり大変に困難な環境となって

おります。先日もコロナ特集を送付いたしましたが各種情報に気を付けてお過ごしください。なに

かお困りで「ＳＯＳ」の場合は会長、支部長、専務、など執行部に御申入れください。何でも

できるわけではありませんが可能な限り対処させていただきます。全員で協力してこの苦境を乗り切りまし

ょう！ 
 
                                仙南歯科医師会 会長 玉野井 修 
 
 
            令和 2年度 第 1回 仙南歯科医師会役員会 議事録 

                                      令和 2 年 4 月 8 日 
                                      於：和洋亭ぶざん  
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                    次第 
1. 開会     専務理事 小屋 博 
2. 挨拶     会長   玉野井 修 

令和２年度の１回目。コロナ感染拡大のため中核会議室などは借りることができず、ぶさんで行わせていただ

きます。名取でも感染者が出たようですし、これから中核病院も刈田病院も大変ですので我々も協力を。時間

に限りがあるため、簡潔な協議を。 
3. 各支部報告  

① 柴田： 支部定例会中止の報告。 
② 白石： 支部総会中止。 
③ 角田： 支部総会中止。谷津歯科医院が 3/11 より再開し、お礼をいただいたことを報告。 

4. 協議  
１） 新型コロナウイルスの対策について 

・会としての対応（P5）：各種会議は中止、延期。役員会は中核病院が使用できないので「ぶざん」で開催する。

一人 1,500 円（弁当代 1,000 円、会場費 500 円）の予算で行っていくことで、一同承認。 



・マスクについて：宮歯から配布のマスクを会員へ配布する（各会員へ均等に配布）。各市町村からもマスクが配

布（白石、川崎以外）。 
・エタノールについて：宮歯から会で購入するが、手指消毒用の物のようで形態もバラバラとの事。届いて

から確認し、会員へ配布を検討する。また、一斗缶の高濃度のエタノールも会で購入し届く予定。 
・物品に関して差し迫って不足する先生には、会の備蓄分を配布することを検討。 
・宮歯における各種補償制度について（P7）：自身が感染した場合やスタッフが感染した場合の補償制度につ

いて確認。 
・中核病院口腔外科も緊急を要しない患者の受け入れを制限するとの事（別資料）。 
・学校健診について：会としては、二学期以降に行っていただきたい旨、各市町村、各会員（学校医）へ FAX す

る事となった（会長より）。 
２） 令和 2 年度総会に向けて 
① 令和 2 年度事業計画（全体・委員会）について（P13-19） 

・「新型コロナウイルス感染症への対応」を重点事業に追加する事となった。 
・新型コロナウイルス感染症対策は、会長、専務で対応し必要なことはメーリングリスト等で連絡協議す

る。当面はコロナ対策本部はたちあげない事となった（頻繁に集まることが難しいため）。 
② 平成 31 年度・令和元年度決算案について（P20-26） 

・役員報酬が予算より 30,000 円増額（学校歯科委員長の谷津先生、学校歯科委員長代行の西村先生両方へ

役員報酬を支払う事となっているため）については、説明文を追加する事となった。 
・監事遠藤先生より監査報告があった。 

③ 令和 2 年度予算案について（P27-30） 
・体制整備委員会に 200,000 円の予算を追加。 

④ 役員人事、宮歯関連、3 支部役員名簿、組織図について（P32-38） 
・委員会について：亘理瑛先生、関根直輝先生の二人は、総務委員会、広報委員会へ所属して頂くことと

なった。 
３） その他 

・総会中止に伴い、中止のお知らせの FAX の確認（P8）。総会資料は 4/15 より郵送を開始し、内容に対し

ての質問用紙を別紙で同封する。1 週間程の質問受付の期間を設け、その後、議案承認の可否については

FAX で用紙を一斉送信する（P10）。 
5. 報告 

１）会長（玉野井先生）： 今後もコロナ関連に関しては、その都度メーリングリストへアップする。歯科ヒラ

イで親子継承の予定であると報告。中核病院内藤院長退職に際し、記念品をお送りしたことを報告（予算は 25,000
円ほどで、訪問歯科ステーションと折半）。 
２）副会長 
（千木良先生）：なし。  
（目黒先生）： なし。 
３）宮歯理事（小田部（晃）先生）： なし。 
４）宮歯常務理事：欠席 
５）専務理事（小屋先生）： 会務報告（P1）。臨時代議員会報告（P42）。 
６）委員会 

・地域保健（飯淵先生）： 村田町での歯と口の衛生週間行事中止の報告。第一回体制整備委員会の報告（P39-
40）、事務員雇用に伴い各種委員会で委託していきたい業務に関するアンケートを行う旨説明。令和元年度休

日当番診療報告（P43-45）、地対助成金受理の報告。75歳健診登録について説明。 



７）その他 
・周術期等口腔機能管理の用紙使用について（菅野） 
・大規模災害対策本部（P41）について（小屋先生） 
・次回：5/13 19：30 ぶざん 

6. その他 なし 
7. 監事講評  監事 遠藤 実 
 コロナウイルス感染拡大しています。総会も会員の先生方と顔を合わせて行うことが出来ず残念です。対応に追

われ、会長、専務、役員の先生方も大変でしょうが何とか頑張っていきましょう。体調に気を付けて。 
8. 閉会    副会長  千木良 尚志 
 昨年の反省をふまえ、今年度活動していく矢先にこの様な事になってしまい残念です。私が関連した前年度の反

省として、委員会に各支部の先生がそろっていない場面がありました。そうするとメッセンジャーがいない状態に

なり、各地区の状況が把握できないこともありました。今年度の上半期は思うようにはいかないと思いますが、良

い方法を検討し、皆さん頑張って頂ければと思います。 
  
                                （議事録 総務理事 菅野真人） 
編集後記 
各種会合が中止になり、会員が一堂に会する機会が激減致しました。顔と顔を合わせたうえでのコミュニケーシ

ョンがいかに重要か思い知らされたかたちです。本来ならば、歓迎会やお花見で最も華やかでにぎやかなこの時期

に自由な外出や様々な経済活動を自粛せざるを得ない現状に憤りさえ覚えます。政府の対応も何かちぐはぐに感じ

て歯がゆいような気持ちです。この「仙南歯科医師会だより」がほんの少しでも皆様の心の支えになることを祈り

ます。 
                              常務理事 柴田支部長 小田部晃二郎 


